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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、災害後の辛い体験を乗り越えた後、よりよく成長を遂げる事例
（PTG）がどのように成立するかを検討することであった。地震災害後のPTGを定量化する指標の開発が第一の課
題であった。次に、災害直後のPTSD症状との関係、被災後の様々な体験、および性格因子について検討すること
であった。３つのWeb調査を行い、1因子構造のPTGIJ(17)尺度の信頼性、妥当性が認められた。この尺度を用い
てPTGの現れかたと関係の深い因子として、（１）直後のPTSD症状、（２）災害後の体験のうち他者からの支
援、および克服への強い信念が抽出された。

研究成果の概要（英文）：  Purpose of this study was to clarify how PTG, Post Traumatic Growth, might
 be established after traumatic experience induced by big disaster, i.e., earthquake. Initial 
research was done with the purpose of establishment of index of PTG. Two web researches indicated 
that PTGIJ (17) was the valid index of PTG.  Factor analysis shows that PTGIJ (17) has 1-factor 
structure, and both validity and reliability are established.
   The purpose of recent Web survey was to clarify the relationship between PTG and PTSD, 
personality factors, and experience just after the earthquake.  Data indicated that in order for PTG
 to appear, the followings are necessary factors. (1) PTSD just after the earthquake, (2) 
Experiences of support by others, (3) Strong will to overcome disaster.
  

研究分野：心理学、健康心理学、ストレス科学、生理心理学
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１. 研究開始当初の背景 

震災などの自然災害の後、恐怖や喪失などの外

傷体験は、外傷後ストレス障害（PTSD：

Posttraumatic Stress Disorder）発症の原因となる。

とくに自然災害は、子どもの生育過程において過

酷な試練を与えることがある。 

一方、それを乗り越えた多くの児童は、よりよ

く成長を遂げることが期待されている。筆者らは

阪神・淡路大震災（1995年 1月 17日）の発生直

後から被災地小中学校３校を対象として PTSD 予

防を目的とするストレスマネジメント教育を行

い、震災後の体験を経て被災児童に、他者を思い

やる気持ち「愛他性」が発達することを報告した

（服部・山田,1999）。これは外傷体験後に自己

概念や対人関係が以前に増して成長する外傷後成

長（PTG :Posttraumatic Growth）と名づけられる現

象（Tedeschi & Calhoun, 1996）に関係している。

どのような要因が PTG 形成に関わるかが当初の関

心事であり、PTGの成立におよぼす諸要因の特定

と、それらの関係を記述することが本研究の背景

にある基本テーマである。本報告では、PTGをど

のような手法で記述し、数量的に把握するための

測定指標の確立研究、およびその指標を用いて

PTGと関係のある諸要因の抽出研究の 2点に絞っ

て記載する。 

２ 研究の目的 

本研究の目的は、阪神・淡路大震災から 20年

を経た 2016 年において、成人前期に達した世代

を対象として PTGの有無、および PTGの多少を測

定する既存の指標を用いて、PTG の内部因子構造

を特定することであった。そのため、多くの標本

を得る目的から、Web調査方式を用い、阪神淡路

大震災時に小中学生であった世代を対象として

PTGI-J(宅、2010)を実施し、因子分析により因子

構造を特定した。 

3．研究の方法 

調査法：日経リサーチよる Web調査を行った。 

調査日時： 第一次調査は 2016年 3月 3-4 日

の 2日間、第二次調査は 2017 年 3 月 24 日〜29

日の 7 日間、第三次調査は 2018 年 3 月 30 日〜4

月 5 日の 6 日間であった。  

調査対象者： 第一次調査では、兵庫県、大阪

府、京都府に住居をもつ、阪神淡路大震災発生時

小中学生であった世代の各年齢段階に 100 名以上

配置されるよう調査会社に協力者を依頼した。そ

の結果、27-40歳の男女 2055 名（男 994名、女

1061名）からの有効資料を得た。 

第二次調査では、27〜42 歳の大阪・兵庫 549

名（男 270 名、女 279 名）、青森・岩手・宮城・

福島・茨城・栃木・千葉 551 名（男 271 名、女

280 名）、熊本・大分・福岡・佐賀・長崎・宮

崎・鹿児島 547 名（男 273 名、女 274 名）が対

象となった。 

第三次調査では、大阪・兵庫在住 879 名（男 432

名、女 447名）、岩手・宮城・福島 468 (男 239

名、女 229名)、東京・群馬・茨城・栃木・千葉

在・埼玉・神奈川 在住 459 名（男 224 名、女

235名）、熊本・大分・福岡・佐賀・長崎・宮

崎・鹿児島在住 453名（男 225名、女 228名）

の、計 2259 名（男 1120名, 1139 名）が調査対象

となった。 

 PTG の測定： PTGの測定のために、宅（2010）の

2１項目からなる日本語版 (PTGI-J) を用いた。この尺

度は、Tedeschi の尺度を日本語訳したものであった。 

その他の調査項目：調査項目として、震災時の

住居地、被災体験、現在の様子を尋ねた。また、

PTGと関連が深いと思われる幸福感尺度（島井ら

2014）により測定した。レジリエンス尺度、自己

効力感尺度、ならびに喫煙行動を中心とした健康

習慣についての質問群を加えた。 

 倫理的配慮： 調査においては、対象者へは研

究目的，匿名性の保障などの倫理的配慮について

説明をおこない調査用紙の提出をもって同意を得

たものとした。 
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 調査協力への報酬： 調査対象者には、調査会

社より、ネット・ポイントが付与された。 

４.研究成果 

PTG 尺度の因子構造： 21項目からなる PTGI-J

について、因子分析を行ったところ、Tedeschi の

言う５因子構造をとらなかった。そこで探索的因

子分析（最尤法・プロマックス回転）を行い、17

項目からなる 1 因子構造の尺度が得られた。内的

整合性はクロンバックのα係数は 0.978と高く、

累積寄与率は 74.7％であった。本尺度を構成する

質問項目数が 17の PTGI-J尺度であることを明確

に示すために、PTGI-J（17）と命名した。図１

に、PTGI-J（17）の因子構造ならびに、質問項目

ごとの因子負荷量を図示する。 

PTGI-J（17）の分布特性： PTGI-J（17）を構

成する 17項目への回答の合計を PTGI-J得点とし

て合計を求め、その頻度分布を求めたところ正規

分布とは程遠い分布形状であった。そこで、合計

得点に１を加え、10を底とする対数変換を行い、

分布図を作成したところ 1.5～1.7に頂点をもつ

正規分布型を示した。 

 

図１：PTGi-J(17)の因子構造 

そこで、自分に最も大きな影響を与えた自然災

害についての質問に対して、「阪神淡路大震災」

と回答した 540 名、東日本大震災と回答した 603

名、その他と回答した 18名、及び特になしと回

答した 894名に分けて、対数 PTGI-J（17）得点の

分布図を比較したところ、図２に示すように阪神

淡路大震災および東日本大震災と回答したグルー

プでは 1.7、その他と回答したグループでは 1.5

に頂点をもつ正規分布形状を示したが、特になし

と回答したグループでは正規型が得られなかっ

た。PTGIJ（17）を PTGの指標とするには、なん

らかの明瞭なトラウマティックな体験を前提とし

て評価する必要があることを示唆する。 

 

図２：PTGi-J(17)の分布特性 

PTGI-J（17）の性差・年齢差： PTGI-J得点

を従属変数とし、性(2)×年齢（14）の 2 要因分

散分析を実施したところ、性の主効果

（F(1,2027) = 3.852, p<.05）のみが有意で、女

性の得点が男性を上回ったことを示した。 

PTGI-J（17）と他の変数との関係：PTGI-J 得

点と、その他の変数との相関分析を行ったとこ

ろ、楽観性（r=.251）、自己効力感（r=.236）、レ

ジリエンス（r=.141）、幸福感（r=.178）と有意な

正の相関関係を示し、PTGI-J が想定するポジティ

ブな感情の高さを示すものとみなされた。SHS 得

点について性（2）×年齢（14）の分散分析をおこ

なったところ、性の主効果（F (1, 2075) = 46.24,  

p<.001）と性×年齢の交互作用（F(13, 2075) = 1.79,  

p<.05）が有意であった。 

 PTG と関係のある諸要因の抽出 

 (1)PTSD 症状の影響：第一次調査では PTGの原因

となる災害がないと回答した対象者では PTGI-J

得点が低いことが示された。PTG という現象が、

辛い体験をし、それを乗り越えたという自覚なし

には成立しえないのかもしれない。そこで、東日

本大震災と熊本震災の被災地も調査対象に加え、

３地区住民の PTGと災害直後の PTSD症状の関係
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を調査し、PTSD 症状の強さと PTGI-J得点との関

係を第二次調査で検討した。 

 表１に PTGI-J（17）得点と PCL-S、幸福感、レ

ジリエンス、楽観性、自己効力感得点との積率相

関係数を震災別に示す。いずれの震災においても

PTGI-J(17)は PCL−Sとの間に rs = .319〜419 と

有意な正相関を示した。PCL-Sを構成する 17の項

目得点と PTGI-J得点との相関係数は 0.240 〜 

0.363 の範囲であった。またこれらの傾向は３つ

の震災条件間で大きな違いは認められなかった。 

表１ PTGi-J尺度得点と各尺度間相関 

 

(2)PTSD と PTG： PCL−Sは因子分析の結果 2因子

構造をとったので、項目番号 1-8(（記憶関係)と

9-17（感覚・集中関係）とに分けて分析したとこ

ろ、前者が PTGI-J とより高い相関を示した。こ

れは、PTGの成立に、災害直後の PTSD 症状の出現

が関係していることが示された。 

図 3には PTSD症状得点、図 4には PTGI-J得点

を、ぞれぞれ自然災害別・男女別に示す。阪神淡

路、東日本、熊本の３震災の平均 PTGI-J得点

は、「それ以外」および「ない」の回答より有意

に高かったが、震災間に差はなかった。図 5に

は、PTSD 症状の中央値で高低 2群に分け、自然災

害別・男女別に平均 PTGI-J 得点を図示した。分

散分析の結果、PTSDの主効果（F(1,1090) = 

128.0, p<.001） と PTSD×性の交互作用（F 

(1,1090) = 12.7, p<.001）が有意であった。女

性よりも男性のほうが、PTSD 症状が PTGI-J得点

に影響することが示唆された。 

 

図 3 PTSD症状得点 

 

図 4 PTGIｊ得点 

 

図 5 PTSD症状の高低別 PTGIｊ得点 

 (3)PTG 形成におよぼす災害後体験の影響：一次

および二次調査からは、PTG の形成にはまず①災

害の体験があり、それが②PTSD症状をもたらす強

さをもつこと、などを前提とすること、および③

ポジティブな感情が PTG形成に関わることが示唆

された。三次調査では、こうした PTGが、災害後

に経験するさまざまな体験のどの要素と強く関係

するかを検討した。 
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 震災後の体験 13項目への回答について、最尤

法、プロマックス回転を用いて因子分析を行っ

た。その結果、因子１は 7〜13番の項目、因子２

は 1〜6番の項目から構成される 2 因子構造をと

った。因子１は「辛い体験を乗り越えようとする

強い意志や信念」によるもの、因子２は「他者か

らの支援やそれに応えようとするがんばり」に関

係する因子と位置づけられた。 

表２ 震災後の体験 13項目の因子構造 

 

 表３に PTGI-J（17）得点と震災後の体験得点

（合計得点及び項目別）の積率相関係数を示す。

相関係数はいずれも有意な強い正の相関を示した

（n=1582）。PTG との相関は、体験２のほうが体験

１より高い相関係数であり、他者からの支援が

PTG形成により強く作用していたことを示す。 

表３ PTGI-J得点と震災後の体験 13項目との関係：項

目は、積率相関係数の高い順に示す。 

 

今後、他の特性要因など多様な要因との相互関

係を分析し、PTGの成立要因の推定モデルを構築

する予定である。 
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